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山
や ま し た

下りん 明治初期の宗
しゅう

教
きょう

画家　笠間市

　安政４年 (1857) －昭和 14年 (1939)。笠間生まれ。明治５年（1872），
画業を志し家出，上京するが連れ戻される。翌年再び上京し，浮世絵，日本画，
洋画を学ぶ。明治 10年（1877），工部美術学校（日本初の国立美術学校。）
に入学。同11年（1878），ハリストス正教会の洗礼を受ける。同13年（1880）
10 月，工部美術学校退学。12 月に横浜港から出航しロシアに留学，聖画
を学ぶ。同 16年（1883）帰国。女子神学校内宿舎に聖像画家として暮らし，
全国のハリストス正教の教会のために聖画を描き続ける。大正７年（1918），
故郷の笠間に帰る。白内障を患ったためもあり，帰郷後は一切制作はせず，
自然を友とした生活を送る。

　山下りんは，安
あんせい

政４年 (1857)，笠間藩
はん

士
し

の長女として笠
かさ

間
ま

に生まれました。7歳
さい

の時
に父が亡

な

くなり，生活はとても苦しいものでしたが，勉強に励
はげ

み，大好きな絵を描
えが

いて
いたといわれています。
　15歳になった頃

ころ

，そろそろ嫁
よめ

に出さなければという話を家の人がしているのを聞き，
（このままここにいたら嫁に出されてしまう。私は絵をもっと勉強したいのだ。）と，家
出をしました。結

けっきょく

局，この時は家に連れ戻
もど

されましたが，なんとか母や兄などを説
せっとく

得して，
翌
よく

年
ねん

再
ふたた

び東京へ行き，浮
うき

世
よ

絵
え し

師や日本画家の家に住み込みの弟
で し

子として，伝
でん

統
とう

的
てき

な日本
絵
かい

画
が

を学び始めたのです。しかし，弟子とは名ばかりで，実
じっ

際
さい

は掃
そう

除
じ

や炊
すい

事
じ

洗
せんたく

濯といっ
た家の仕事を手伝わされる毎日が続きました。
　そのような時，明治政

せい

府
ふ

が工
こう

部
ぶ

美
び

術
じゅつ

学校を創
つく

ることになりました。明治 10 年
(1877)，りんは見事に入学試

し

験
けん

に合
ごうかく

格します。そして，うちわに絵を描
えが

く内
ないしょく

職で生活費
ひ

を稼
かせ

いだりしながら，一
いっしょうけんめい

生懸命西洋の絵画を勉強しました。
　そのころ，りんは同級生の友達

だち

に影
えいきょう

響を受け，ロシア〔ハリストス〕正
せいきょう

教に入信します。
その教会にはロシアからやってきたニコライ神

しん

父
ぷ

という人がいました。彼
かれ

はロシア正教
を広めるため，日本各地に教会を建

た

てようとしてい
ました。教会の聖

せいどう

堂には，キリストや聖人の聖
せい

像
ぞう

画
が

＜イコン＞が必
ひつよう

要です。ニコライ神父は日本人の中
から誰

だれ

かをロシアへ送り，きちんとした決まりに基
もと

づいたイコンを学ばせ，その絵を描ける人
じんざい

材を養
ようせい

成
しようと考えていました。
そして選

えら

ばれたのがりんだったのです。若い女性が
一人で言葉も良く分からない外国へ行くなどとても
勇気のいることでした。
（ロシアへ行けば，西

せいよう

洋の絵画を学ぶ事ができる。） イコン画（白凜居蔵）

（白凛居提供）
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　りんは迷
まよ

いましたが，絵を学びたいという強い気持ちから，留
りゅう

学
がく

する事にしました。
　明治 13 年 (1880)12 月 12 日，横

よこはま

浜港から出港したりんは，サンクトペテルブルグ
の女子修

しゅう

道
どう

院
いん

に入り，そこで来る日も来る日も伝統的なイコンの勉強を続けましたが，
そのうちにエルミタージュ美術館にも通うようになります。イコンと違

ちが

い，遠近法
ほう

のあ
る，表情豊

ゆた

かなイタリア絵画は魅
み

力
りょく

的
てき

で，りんはイタリア絵画の模
も

写
しゃ

に熱中します。そ
のためイコンの勉強がおろそかになったように思われ，修道院から美術館への出入りを
禁
きん

止
し

されてしまいました。
　明治 16年（1883）に帰国したりんは，ニコライ神父から東京神

かん

田
だ

のハリストス正教
会の敷

しき

地
ち

の中にアトリエを与えられ，本格的にイコンを描く仕事に入りました。
　りんは，その後 2０数年間も描き続けますが，イコンは原

げんそく

則として，作者の名前を書
くことが許

ゆる

されず，制
せいさく

作年月日も書かれていないものが多かったので，誰
だれ

の作品かわか
っていませんでした。しかし現

げんざい

在では研究が進み，りんの作品とわかったイコンは数百
点にのぼっています。
　北海道の函

はこだて

館をはじめ，各地のハリストス正教会などに残されているりんの作品は，
手本となったロシアのイコンとは異なり，温かみがあり，どこか日本的な目鼻立ちに描
かれています。厳

げん

粛
しゅく

な宗教絵
かい

画
が

を描く約
やく

束
そく

事
ごと

の中で，りんは精
せい

一
いっ

杯
ぱい

自分の個性を表現し
ようとし，自

じ こ

己の芸術を確
かく

立
りつ

していったといえるでしょう。

白
は く り ん

凛居
き ょ

所在地　笠間市笠間 1510　
内　容　 山下りんの弟の敷地に建

た

てられ，りんの遺
い

品
ひん

などを展
てん

示
じ

しています。

『山下りん』（小田秀夫・日動出版・１９７７）

『20世紀茨城の群像』（茨城新聞社・１９９９）　
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